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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第100期

第１四半期連結
累計期間

第101期
第１四半期連結
累計期間

第100期

会計期間

自 平成22年
４月１日

至 平成22年
６月30日

自 平成23年
４月１日

至 平成23年
６月30日

自 平成22年
４月１日

至 平成23年
３月31日

売上高（百万円） 96,638 100,328 410,159

経常利益（百万円） 1,672 851 5,515

四半期（当期）純損失（△）

（百万円）
△107 △701 △8,084

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△259 △216 △6,469

純資産額（百万円） 136,324 128,234 129,687

総資産額（百万円） 694,706 699,739 684,518

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）
△0.87 △5.67 △65.30

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 15.7 14.1 14.6

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２．売上高には、消費税等（消費税及び地方消費税をいう。）は含まれていません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため、記載していません。

４．第100期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しています。

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定及び締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績等の状況

当第１四半期連結累計期間における国内経済は、本年３月に発生した東日本大震災により甚大な損害を被ると

ともに、福島原発事故による電力供給不足の懸念や欧米・アジアを中心に風評被害が広がるなど、依然として先

行きが不透明な状況が続きました。

このような状況の中で、当社グループでは、高付加価値商品の開発・拡販を推進し、既存設備の生産効率の向上

や変動費及び固定費の削減などの諸施策の実施により、収益力の強化を図りました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、以下のとおりとなりました。

連結売上高 100,328 百万円 (前年同四半期比 　3.8％増)

連結営業利益 2,504 百万円 (前年同四半期比　30.2％減)

連結経常利益 851 百万円 (前年同四半期比　49.1％減)

連結四半期純損失（△） △701 百万円 (前年同四半期比　　－％　)

セグメントの状況は、次のとおりです。

①紙・板紙

売上高 70,758 百万円 (前年同四半期比　 0.7％増)

セグメント利益 2,366 百万円 (前年同四半期比　36.6％減)

新聞用紙は、震災発生直後の広告自粛の動きなどから、発行部数・ページ数・広告出稿量が減少し、販売数

量・金額ともに前年同四半期を下回りました。

印刷用紙は、震災発生直後は国内需要・供給ともに減少しましたが、チラシ広告自粛の弱まりや印刷会社

の稼動再開などにより需要は回復基調にあり、また、国内の製品供給不足に対応した結果、販売数量・金額と

もに前年同四半期を上回りました。

段ボールは、震災後の支援物資搬送用の需要や６月の気温上昇により飲料関係や加工食品関係の需要が堅

調に推移したことなどから、販売数量・金額ともに前年同四半期を上回りました。

②ホーム＆パーソナルケア

売上高 27,980 百万円 (前年同四半期比  12.9％増)

セグメント利益 1,220 百万円 (前年同四半期比 107.3％増)

衛生用紙は、「エリエール ＋Ｗａｔｅｒ」や「エリエール ハーブガーデン」の販売が堅調に推移すると

ともに、ユッケ食中毒事件により除菌関連商品の需要が増加した結果、販売数量・金額ともに前年同四半期

を上回りました。

ベビー用紙おむつは、被災地への支援物資としての需要が増加したほか、「ＧＯＯ．Ｎ」のリニューアル

品の配荷拡大及び東アジアやＡＳＥＡＮ諸国を中心とした輸出販売による新規顧客獲得に取り組んだ結果、

販売数量は前年同四半期を上回りましたが、販売価格の下落の影響を受け、販売金額は前年同四半期並みと

なりました。

大人用紙おむつは、３月にリニューアルした「アテント すっきりフィットうす型パンツ」を中心に配荷

拡大に取り組んだ結果、販売数量・金額ともに前年同四半期を上回りました。

生理用ナプキンは、被災地への支援物資としての需要が増加したほか、伸長カテゴリーである軽失禁商品

「ナチュラ」や高付加価値商品である「ｅｌｉｓ ウルトラガード」の配荷拡大に取り組んだ結果、販売数

量・金額ともに前年同四半期を上回りました。

また、本年４月にペット市場に新規参入し、ペットの排泄処理と同時におしっこのｐＨや色を簡単に

チェックできることをコンセプトにした商品「エリエール Ｅｌｕｌｕ（エルル）おしっこチェックもでき

ちゃうシート」「エリエール Ｅｌｕｌｕ（エルル）おしっこチェックもできちゃうサンド」を発売しまし

た。

③その他

売上高 1,589 百万円 (前年同四半期比 　1.6％減)

セグメント利益 20 百万円 (前年同四半期比　　－％　)
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（２）財政状態

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ15,220百万円増加し、699,739百万円となり

ました。主な増加要因は、現金及び預金並びにたな卸資産の増加によるものです。

　負債は、前連結会計年度末に比べ16,674百万円増加し、571,505百万円となりました。主な増加要因は、長期借入

金の増加によるものです。

　純資産は、128,234百万円となり、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ0.5％減少し、14.1％となりました。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はあり

ません。

（４）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、508百万円です。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種    類 発行可能株式総数（株）

普  通  株  式 300,000,000

計 300,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 129,018,785 129,018,785
㈱東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
1,000株　

計 129,018,785 129,018,785 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　
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（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 129,018 － 30,415 － 29,402

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしていま

す。

①【発行済株式】

 (平成23年３月31日現在)

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 13,582,000 － 単元株式数1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式 114,425,000 114,425 同上

単元未満株式 普通株式 1,011,785 －
１単元（1,000株）

未満の株式

発行済株式総数 129,018,785 － －

総株主の議決権 － 114,425 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄に証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数１個）含まれていま

す。
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②【自己株式等】

 (平成23年３月31日現在)

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

大王製紙株式会社
愛媛県四国中央市

三島紙屋町２番60号
2,618,000 － 2,618,000 2.03

いわき大王製紙株式会社
福島県いわき市南台

４丁目３番６号
2,306,000 － 2,306,000 1.79

大津板紙株式会社
滋賀県大津市馬場

１丁目15番15号
1,647,000 － 1,647,000 1.28

大宮製紙株式会社
静岡県富士宮市

野中町329番地
1,238,000 － 1,238,000 0.96

大成製紙株式会社
岡山県津山市川崎

200番地１
1,150,000 － 1,150,000 0.89

東京紙パルプ交易株式会

社

東京都中央区京橋

３丁目14番６号
721,000 － 721,000 0.56

ダイオーペーパーテック

株式会社

愛媛県四国中央市

三島紙屋町５番１号
587,000 － 587,000 0.45

ダイオーエンジニアリン

グ株式会社

愛媛県四国中央市

寒川町4765番地２
518,000 － 518,000 0.40

九州大王製紙パッケージ

株式会社

熊本県宇土市

岩古曽町2005番地
477,000 － 477,000 0.37

ダイオーペーパーコン

バーティング株式会社

愛媛県四国中央市

寒川町4765番地11
405,000 － 405,000 0.31

東海大王製紙パッケージ

株式会社

愛知県豊橋市明海町

４番66
379,000 － 379,000 0.29

ダイオーメンテナンス株

式会社

愛媛県四国中央市

三島朝日１丁目10番

13号

236,000 － 236,000 0.18

エリエールペーパーテッ

ク株式会社

栃木県さくら市鷲宿

4776番地４
213,000 － 213,000 0.17

大王紙運輸株式会社

愛媛県四国中央市

三島朝日１丁目11番

45号

202,000 － 202,000 0.16

赤平製紙株式会社
北海道赤平市共和町

199番地５
186,000 － 186,000 0.14

大王製紙パッケージ株式

会社

茨城県猿島郡五霞町

大字幸主572番地
170,000 － 170,000 0.13

名古屋紙運輸株式会社
岐阜県可児市土田

1785番地
132,000 － 132,000 0.10

東京紙パルプインターナ

ショナル株式会社

東京都港区高輪

３丁目５番25号
102,000 － 102,000 0.08

エリエールテクセル株式

会社

岐阜県可児市

今東山677番地１
81,000 － 81,000 0.06
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所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

大建紙販売株式会社
東京都中央区日本橋

浜町２丁目62番６号
75,000 － 75,000 0.06

中部大王製紙パッケージ

株式会社

静岡県藤枝市

善左衛門86番地１
38,000 － 38,000 0.03

エリエール印刷株式会社
愛媛県四国中央市

川之江町4087番地11
37,000 － 37,000 0.03

大宮運輸株式会社
静岡県富士宮市

野中町68番地
22,000 － 22,000 0.02

関西大王製紙パッケージ

株式会社

兵庫県神崎郡福崎町

高橋290番地27
13,000 － 13,000 0.01

四国紙販売株式会社
愛媛県四国中央市

具定町454番地１
10,000 － 10,000 0.01

丸菱ペーパーテック株式

会社

愛媛県四国中央市

金生町下分2012番地
9,000 － 9,000 0.01

エリエール運輸株式会社
愛媛県四国中央市

寒川町4765番地11
8,000 － 8,000 0.01

中国大王製紙パッケージ

株式会社

岡山県小田郡矢掛町

本堀641番地
2,000 － 2,000 0.00

計 － 13,582,000 － 13,582,000 10.53

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しています。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けています。

　

EDINET提出書類

大王製紙株式会社(E00660)

四半期報告書

 9/19



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 130,153 138,036

受取手形及び売掛金 93,952 91,968

たな卸資産 54,425 63,363

その他 14,030 14,128

貸倒引当金 △407 △407

流動資産合計 292,155 307,090

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 71,657 70,967

機械装置及び運搬具（純額） 147,730 145,529

土地 87,180 87,213

その他（純額） 13,672 12,615

有形固定資産合計 320,240 316,325

無形固定資産

のれん 13,291 13,830

その他 2,969 2,923

無形固定資産合計 16,260 16,753

投資その他の資産 ※3
 55,744

※3
 59,462

固定資産合計 392,245 392,541

繰延資産 118 107

資産合計 684,518 699,739
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 42,430 43,131

短期借入金 62,320 62,770

1年内返済予定の長期借入金 80,713 81,740

未払法人税等 1,571 1,598

引当金 4,223 2,312

その他 53,694 57,383

流動負債合計 244,953 248,936

固定負債

社債 35,560 25,510

長期借入金 252,736 275,354

長期設備関係未払金 4,974 5,108

退職給付引当金 13,247 13,413

役員退職慰労引当金 1,240 1,119

環境対策引当金 358 358

その他 1,760 1,705

固定負債合計 309,877 322,568

負債合計 554,830 571,505

純資産の部

株主資本

資本金 30,415 30,415

資本剰余金 29,402 29,402

利益剰余金 59,480 58,258

自己株式 △3,697 △3,829

株主資本合計 115,600 114,247

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △3,317 △3,313

為替換算調整勘定 △12,231 △12,254

その他の包括利益累計額合計 △15,549 △15,567

少数株主持分 29,636 29,555

純資産合計 129,687 128,234

負債純資産合計 684,518 699,739
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 96,638 100,328

売上原価 76,617 80,551

売上総利益 20,020 19,776

販売費及び一般管理費 16,431 17,272

営業利益 3,589 2,504

営業外収益

受取利息 65 67

受取配当金 357 301

その他 652 587

営業外収益合計 1,076 956

営業外費用

支払利息 2,146 1,958

その他 846 651

営業外費用合計 2,993 2,610

経常利益 1,672 851

特別利益

固定資産売却益 0 0

受取保険金 46 0

その他 72 －

特別利益合計 118 1

特別損失

災害による損失 6 545

投資有価証券評価損 263 29

災害損失引当金繰入額 － 186

その他 201 81

特別損失合計 471 841

税金等調整前四半期純利益 1,319 11

法人税、住民税及び事業税 1,085 1,107

法人税等調整額 △371 △901

法人税等合計 714 206

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

605 △195

少数株主利益 712 506

四半期純損失（△） △107 △701
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

605 △195

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △561 △25

為替換算調整勘定 △303 3

その他の包括利益合計 △865 △21

四半期包括利益 △259 △216

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △976 △719

少数株主に係る四半期包括利益 716 503
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しています。

　　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１．保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っています。

前連結会計年度

（平成23年３月31日）

 当第１四半期連結会計期間

（平成23年６月30日）　

大津紙運輸㈱ 49　百万円 大津紙運輸㈱ 45　百万円　

その他3社 96　 その他2社 54　

計  146　 計 100　

　

　

２．受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

　
前連結会計年度

（平成23年３月31日）　

当第１四半期連結会計期間

（平成23年６月30日）　

受取手形割引高 1,474　百万円 1,287　百万円

受取手形裏書譲渡高 862　 1,108　

　

　

※３．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　
前連結会計年度

（平成23年３月31日）　

当第１四半期連結会計期間

（平成23年６月30日）　

投資その他の資産 2,406　百万円 2,337　百万円
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（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、

次のとおりです。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
　　至　平成22年６月30日）　

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
　　至　平成23年６月30日）　

減価償却費 8,124　百万円 8,181　百万円

のれんの償却額 234　 215　

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 569 4.50平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 568 4.50平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円）　

　

報告セグメント

その他

（注）
合計 調整額　

四半期連結
損益計算書
計上額　紙・板紙

ホーム＆
パーソナ
ルケア

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売
上高

70,243　24,780　95,023　1,614　96,638 　－ 　96,638

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

　3,855 　0 　3,856　2,893　6,749△6,749 　－

計 　74,098　24,781　98,879　4,508　103,388△6,749　96,638

セグメント利益又は

損失（△）
3,731 　588 　4,320 　△0 　4,319　△730 　3,589

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、木材事業、造林事業、機械

事業及び売電事業等を含んでいます。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）　

利益又は損失 金額　

報告セグメント計 4,320

「その他」の区分の損失 △0

セグメント間取引消去 493

全社費用（注） △1,224

四半期連結損益計算書の営業利益 3,589

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円）　

　

報告セグメント

その他

（注）
合計 調整額　

四半期連結
損益計算書
計上額　紙・板紙

ホーム＆
パーソナ
ルケア

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売
上高

70,758　27,980　98,738　1,589　100,328 　－ 　100,328

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

　4,162 　2 　4,165　2,457　6,622△6,622 　－

計 　74,920　27,983　102,904　4,047　106,951△6,622　100,328

セグメント利益 2,366　1,220　3,587 　20 　3,608　△1,103　2,504

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、木材事業、造林事業、機械

事業及び売電事業等を含んでいます。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額　

報告セグメント計 3,587

「その他」の区分の利益 20

セグメント間取引消去 133
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利益 金額　

全社費用（注） △1,237

四半期連結損益計算書の営業利益 2,504

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △0円87銭 △5円67銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純損失金額（△）（百万円） △107 △701

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）

（百万円）
△107 △701

普通株式の期中平均株式数（千株） 123,825 123,665

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が

存在しないため、記載していません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　 　
平成23年８月５日

　

大王製紙株式会社 　 　

取締役会　御中 　 　

　 有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 北田　　隆　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉井　　修　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大王製紙株式会

社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成

23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大王製紙株式会社及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しています。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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